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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デバイスによって実行されるワイヤレス通信の方法であって、
　アンライセンス通信スペクトル上でアクセスポイントから複数の信号を受信するステッ
プと、
　前記複数の信号のうちの第1の信号が、前記第1の信号の品質に基づいて第1の発見信号
を含むかどうかを決定するステップであって、前記第1の信号が、ダウンリンク監視送信
設定(DMTC)ウィンドウ内に現れる最初のサブフレームの間に送信された信号である、ステ
ップと、
　前記複数の信号のうちの第2の信号が、前記第2の信号の品質に基づいて第2の発見信号
を含むかどうかを決定するステップであって、前記第2の信号が前記DMTCウィンドウ内に
現れる異なるサブフレームの間に送信された信号である、ステップと、
　前記第1の信号および前記第2の信号が、前記第1の発見信号および第2の発見信号をそれ
ぞれ含むと決定される場合、前記第1の信号の前記品質と前記第2の信号の前記品質との結
合に基づいて無線リンクを監視するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記第1の信号または前記第2の信号のいずれかが、前記第1の発見信号または前記第2の
発見信号を含まないと決定される場合、他の信号に基づいて前記無線リンクを監視するス
テップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
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【請求項３】
　前記無線リンクを前記監視するステップが、
　前記複数の信号の少なくとも一部の観測された品質がしきい値を下回っている場合、前
記デバイスのプロトコルスタックの上位レイヤに同期外れ指示をシグナリングするステッ
プと、
　前記観測された品質が前記しきい値を上回っている場合、前記上位レイヤに同期指示を
シグナリングするステップと
を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　所定の時間が経過する前に、前記複数の信号の少なくとも一部で前記第1の発見信号お
よび前記第2の発見信号の少なくとも1つが検出されない場合、無線リンク障害手順を開始
するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　しきい値数のブロッキング指示が観測される場合、タイマーを開始するステップと、
　　前記タイマーの満了の前に、第1のしきい値数の同期指示または同期外れ指示が観測
されない場合、無線リンク障害(RLF)プロトコルを開始すること、および
　　前記タイマーの前記満了の前に、第2のしきい値数の同期指示が観測されない場合、
前記RLFプロトコルを開始すること
　のうちの1つまたは複数を行うステップと
をさらに含む、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記第1の信号の前記サブフレームが前記DMTCウィンドウ内の第1のサブフレームであり
、前記第2の信号の前記異なるサブフレームが、前記DMTCウィンドウ内に現れる6番目のサ
ブフレームである、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1の信号が前記第1の発見信号を含むと決定され、前記第2の信号が前記第2の発見
信号を含むと決定される場合、前記結合は、前記第1および第2の信号の信号対雑音比(SIN
R)の結合であり、
　前記無線リンクを監視するステップが前記結合されたSINRに基づく、請求項6に記載の
方法。
【請求項８】
　前記複数の信号のうちの前記第1の信号が、前記第1の発見信号を含むかどうかを決定す
るステップが、
　前記第1の信号の信号対雑音比(SINR)が、SINRしきい値よりも大きいかどうかを決定す
るステップ、
　物理個別制御チャネル(PDCCH)割振りが、前記第1の信号内に存在するかどうかを決定す
るステップ、
　前記PDCCH割振りを復号できるかどうかを決定するステップ
のうちの1つまたは複数を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記DMTCウィンドウにおいて前記アクセスポイントによってブロードキャストされた発
見基準信号(DRS)を含んでいない複数のサブフレームの少なくとも一部で、複数の発見信
号についての信号対雑音比(SINR)を決定するステップと、
　前記複数のサブフレームの前記少なくとも前記一部および前記信号対雑音比に基づいて
前記無線リンクを監視するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のサブフレームの前記少なくとも一部に基づいて前記無線リンクを監視するス
テップが、
　DRSブロードキャストを含んでいる前記複数のサブフレームの少なくとも一部に基づい
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て、同期指示を出すか、それとも同期外れ指示を出すかを決定するステップと、
　前記複数のサブフレームの残りの部分に基づいて、同期指示を出すか、それとも同期外
れ指示を出すかを決定するステップと
を含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数のサブフレームの前記少なくとも一部に基づいて前記無線リンクを監視するス
テップが、
　前記DMTCウィンドウ外の前記複数のサブフレームの少なくとも一部に基づいて、同期指
示を出すか、それとも同期外れ指示を出すかを決定するステップと、
　前記DMTCウィンドウ外の前記複数のサブフレームの前記少なくとも一部に基づいて、同
期指示または同期外れ指示の少なくとも一方を出すかどうかを別個に決定するステップと
を含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１２】
　複数のキャリアにわたって前記第1および第2の発見信号の信号対雑音比(SINR)を結合す
るステップと、
　前記結合されたSINRに基づいて前記無線リンクを監視するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記結合されたSINRの前記第1および第2の発見信号を、前記デバイスに割り当てられた
前記DMTCウィンドウ外に現れる信号、前記デバイスに割り当てられた前記DMTCウィンドウ
において送信される発見基準信号(DRS)の外に現れる信号、または前記デバイスに割り当
てられた前記DMTCウィンドウにおいて送信される発見基準信号(DRS)中に現れる信号、の
うちの1つとして識別するステップをさらに含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のためのデバイスであって、
　アンライセンス通信スペクトル上でアクセスポイントから複数の信号を受信するための
手段と、
　前記複数の信号のうちの第1の信号が、前記第1の信号の品質に基づいて第1の発見信号
を含むかどうかを決定するための手段であって、前記第1の信号が、ダウンリンク監視送
信設定(DMTC)ウィンドウ内に現れる最初のサブフレームの間に送信された信号である、手
段と、
　前記複数の信号のうちの第2の信号が、前記第2の信号の品質に基づいて第2の発見信号
を含むかどうかを、前記デバイスによって決定するための手段であって、前記第2の信号
が前記DMTCウィンドウ内に現れる異なるサブフレームの間に送信された信号である、手段
と、
　前記第1の信号および前記第2の信号が、前記第1の発見信号および第2の発見信号をそれ
ぞれ含むと決定される場合、前記第1の信号の前記品質と前記第2の信号の前記品質との結
合に基づいて無線リンクを監視するための手段と
を備える、デバイス。
【請求項１５】
　少なくとも1つのコンピュータによって実行されると、請求項1～13のいずれか一項に記
載のワイヤレス通信の方法を前記少なくとも1つのコンピュータに実行させる命令を含む
非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、アンライセ
ンス通信チャネルにおける無線リンク監視のための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　音声およびデータなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために、ワイヤレス
通信システムが広く展開されている。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシ
ステムリソース(たとえば、帯域幅、送信電力)を共有することによって複数のユーザとの
通信をサポートすることができる多元接続システムであろう。そのような多元接続システ
ムの例は、符合分割多元接続(CDMA)システム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分
割多元接続(FDMA)システム、直交周波数分割多元接続(OFDMA)システムなどを含むことが
ある。加えて、システムは、第3世代パートナーシッププロジェクト(3GPP)、3GPP2、3GPP
ロングタームエボリューション(LTE)、LTEアドバンスト(LTE-A)、LTEアンライセンス(LTE
-U)、LTEダイレクト(LTE-D)、ライセンス補助アクセス(License-Assisted Access:LAA)、
MuLTEfireなどのような規格に準拠することができる。これらのシステムは、ワイヤレス
通信を容易にするように適合された様々なタイプのユーザ機器(UE)によってアクセスされ
ることがあり、複数のUEが利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、およ
び電力)を共有する。
【０００３】
　複数のデバイス間でワイヤレスに通信される情報の量および複雑さのために、必要とさ
れるオーバーヘッド帯域幅は増大し続けている。デバイスは、互いに極めて接近して動作
し、異なる無線アクセス技術(RAT)および/または異なる通信プロトコルによって動作する
場合がある。たとえば、同じアンライセンスチャネルで動作する異なる事業者のデバイス
間で通信を調整することが望ましい場合がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　添付の特許請求の範囲内のシステム、方法、およびデバイスの様々な実装形態は、各々
がいくつかの態様を有し、それらのうちの単一の態様が単独で、本明細書で説明する望ま
しい属性を担うものではない。本明細書においては、添付の特許請求の範囲を限定するこ
となしに、いくつかの顕著な特徴について説明する。
【０００５】
　本明細書で説明する主題の1つまたは複数の実装形態の詳細は、添付の図面および下記
の説明内に記載される。説明、図面、および特許請求の範囲から、他の特徴、態様、およ
び利点が明らかとなるであろう。以下の図の相対寸法は一定の縮尺で描かれていないこと
があることに留意されたい。
【０００６】
　本開示の一態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。この方法は、ロングタームエボ
リューションアンライセンス(LTE-U)デバイスによって、アンライセンス通信スペクトル
上でアクセスポイントから複数の信号を受信するステップを含む。この方法はさらに、デ
バイスによって、複数の信号のうちの信号が、発見信号を含むかどうかを決定するステッ
プを含む。この方法はさらに、この信号が発見信号を含むと決定される場合、デバイスに
よって、無線リンク監視のためにこの信号を利用するステップを含む。
【０００７】
　本開示の別の態様は、ロングタームエボリューションアンライセンス(LTE-U)デバイス
など、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は、アンライセンス通信スペク
トル上でアクセスポイントから複数の信号を受信するように構成されたプロセッサを備え
る。この装置のプロセッサはさらに、複数の信号のうちの信号が、発見信号を含むかどう
かを決定するように構成される。この装置のプロセッサはさらに、この信号が発見信号を
含むと決定される場合、無線リンク監視のためにこの信号を利用するように構成される。
【０００８】
　本開示の別の態様は、ロングタームエボリューションアンライセンス(LTE-U)デバイス
など、ワイヤレス通信のための装置を提供する。この装置は、アンライセンス通信スペク
トル上でアクセスポイントから複数の信号を受信するための手段を備える。この装置はさ
らに、複数の信号のうちの信号が、発見信号を含むかどうかを決定するための手段を備え
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る。この装置はさらに、この信号が発見信号を含むと決定される場合、この信号に基づい
て無線リンクを監視するための手段を備える。
【０００９】
　本開示の別の態様は、実行されると、ワイヤレス通信の方法を実行するコードを含む非
一時的コンピュータ可読媒体を提供する。この方法は、ロングタームエボリューションア
ンライセンス(LTE-U)デバイスによって、アンライセンス通信スペクトル上でアクセスポ
イントから複数の信号を受信するステップを含む。この方法はさらに、デバイスによって
、複数の信号のうちの信号が、発見信号を含むかどうかを決定するステップを含む。この
方法はさらに、この信号が発見信号を含むと決定される場合、デバイスによって、無線リ
ンク監視のためにこの信号を利用するステップを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本開示の態様を用いることができるワイヤレス通信システムの一例を示す図であ
る。
【図２】図1のワイヤレス通信システム内で用いることができるワイヤレスデバイスにお
いて利用できる様々な構成要素を示す図である。
【図３】一実施形態による、アンライセンススペクトルにおける通信の例示的な時系列図
である。
【図４】一実施形態による、無線リンク障害手順を開始するかどうかを決定する方法の例
示的なフローチャートである。
【図５】一実施形態による、現在のセル接続が同期指示に値するか、同期外れ指示に値す
るか、それともセルブロッキング指示に値するかを決定する方法の例示的なフローチャー
トである。
【図６】一実施形態による、ワイヤレス通信の例示的な方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　新規のシステム、装置、および方法の様々な態様について、添付の図面を参照しながら
以下でより十分に説明する。しかしながら、本開示の教示は、多くの異なる形態で具現化
される場合があり、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限定
されるものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全に
なり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるように与えられるものである。本明細書の教
示に基づいて、本開示のいずれの他の態様とも無関係に実装されるか、またはそれらと組
み合わされるかにかかわらず、本開示の範囲が、本明細書において開示される新規のシス
テム、装置、および方法のいずれの態様も包含するものであることを、当業者は諒解され
たい。加えて、範囲は、本明細書に記載の他の構造および機能を使用して実施されるその
ような装置または方法を包含することを意図される。本明細書で開示するいかなる態様も
、請求項の1つまたは複数の要素によって具現化され得ることを理解されたい。
【００１２】
　特定の態様について本明細書で説明するが、これらの態様の多くの変形および置換が、
本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点について言及するが、
本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、本開
示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロトコ
ルに広く適用可能であるものとし、そのうちのいくつかが例として図面および好ましい態
様の以下の説明において示される。詳細な説明および図面は、限定的ではなく、本開示の
例示にすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲およびその均等物によって定義さ
れる。
【００１３】
　「例示的」という語は、本明細書では、「例、事例、または例示として役に立つ」こと
を意味するために使用される。「例示的な」として本明細書で説明する任意の実装形態は
、必ずしも他の実装形態よりも好ましいか、または有利であると解釈されるべきではない
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。以下の説明は、いかなる当業者でも本明細書で説明する実施形態を製作および使用する
ことができるように提示される。以下の説明では、説明の目的で、詳細が記載される。実
施形態がこれらの特定の詳細を使用せずに実施され得ることを当業者は理解するであろう
ことを諒解されたい。他の事例では、不要な詳細により開示する実施形態の説明を不明瞭
にすることがないように、よく知られている構造およびプロセスは詳述しない。したがっ
て、本出願は、示される実装形態によって限定されるものではなく、本明細書で開示する
原理および特徴に一致する最大の範囲を与えられるものである。
【００１４】
　ワイヤレスアクセスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアア
クセスネットワーク(WLAN)を含み得る。WLANは、広く使用されているアクセスネットワー
キングプロトコルを採用して、近くのデバイスを一緒に相互接続するために使用され得る
。本明細書で説明する様々な態様は、Wi-Fi、またはより一般的には、ワイヤレスプロト
コルのIEEE 802.11ファミリーの任意の部分など、任意の通信規格に適用することができ
る。
【００１５】
　いくつかの実装形態では、WLANは、ワイヤレスアクセスネットワークにアクセスする様
々なデバイスを含む。たとえば、アクセスポイント(「AP」)、およびクライアント(局、
または「STA」とも呼ばれる)がある場合がある。一般に、APは、WLANにおいてSTAのハブ
または基地局として働く。STAは、ラップトップコンピュータ、携帯情報端末(PDA)、携帯
電話などであってもよい。一例では、STAは、インターネットまたは他の広域アクセスネ
ットワークへの一般的な接続性を得るために、Wi-Fi(たとえば、802.11ahのようなIEEE80
2.11プロトコル)準拠のワイヤレスリンクを介してAPに接続する。いくつかの実装形態で
は、STAは、APとして使用される場合もある。
【００１６】
　アクセスポイント(「AP」)は、ノードB、無線アクセスネットワークコントローラ(「RN
C」)、eノードB(「eNB」)、基地局コントローラ(「BSC」)、トランシーバ基地局(「BTS」
)、基地局(「BS」)、トランシーバ機能(「TF」)、無線ルータ、無線トランシーバ、基本
サービスセット(「BSS」)、拡張サービスセット(「ESS」)、無線基地局(「RBS」)、また
は何らかの他の用語を含むか、それらのいずれかとして実装されるか、または、それらの
いずれかとして知られることがある。
【００１７】
　また、局(「STA」)は、ユーザ端末、アクセス端末(「AT」)、加入者局、加入者ユニッ
ト、移動局、遠隔局、遠隔端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、ま
たは何らかの他の用語を含むか、それらのいずれかとして実装されるか、または、それら
のいずれかとして知られることがある。いくつかの実装形態では、アクセス端末は、セル
ラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル(「SIP」)電話、ワイヤレスロー
カルループ(「WLL」)局、携帯情報端末(「PDA」)、ワイヤレス接続機能を有するハンドヘ
ルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の適切な処理デバイスを
含む場合がある。したがって、本明細書で教示する1つまたは複数の態様は、電話(たとえ
ば、セルラーフォンまたはスマートフォン)、コンピュータ(たとえば、ラップトップ)、
ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティングデバイス(たと
えば、携帯情報端末)、エンターテインメントデバイス(たとえば、音楽デバイスもしくは
ビデオデバイス、または衛星ラジオ)、ゲームデバイスまたはゲームシステム、全地球測
位システムデバイス、ノードB(基地局)、あるいはワイヤレス媒体を介して通信するよう
に構成された任意の他の適切なデバイスに組み込まれることがある。
【００１８】
　本明細書で説明する技法は、符号分割多元接続(CDMA)ネットワーク、時分割多元接続(T
DMA)ネットワーク、周波数分割多元接続(FDMA)ネットワーク、直交FDMA(OFDMA)ネットワ
ーク、シングルキャリアFDMA(SC-FDMA)ネットワークなどの様々なワイヤレス通信ネット
ワークに使用することができる。「ネットワーク」および「システム」という用語は、し
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ばしば互換的に使用される。CDMAネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス(UTRA)
、cdma2000などの無線技術を実装することがある。UTRAは、広帯域CDMA(W-CDMA)および低
チップレート(LCR)を含む。cdma2000、IS-2000、IS-95、およびIS-856規格をカバーする
。TDMAネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム(GSM(登録商標))などの無線
技術を実装することがある。OFDMAネットワークは、進化型UTRA(E-UTRA)、IEEE 802.11、
IEEE 802.16、IEEE 802.20、フラッシュOFDM(登録商標)などの無線技術を実装することが
ある。UTRA、E-UTRA、およびGSM(登録商標)は、ユニバーサルモバイルテレコミュニケー
ションシステム(UMTS)の一部である。ロングタームエボリューション(Long Term Evoluti
on)(LTE)は、E-UTRAを使用するUMTSのリリースである。UTRA、E-UTRA、GSM(登録商標)、U
MTS、およびLTEは、「第3世代パートナーシッププロジェクト」(3GPP)という名称の組織
による文書に記載されている。cdma2000は、「第3世代パートナーシッププロジェクト2」
(3GPP2)という名称の組織による文書に記載されている。これらの様々な無線技術および
標準規格は、当技術分野で知られている。
【００１９】
　開示する技法は、LTE-A、LTE-U、LTE-D、MuLTEfire、W-CDMA、TDMA、OFDMA、高速パケ
ットデータ(HRPD)、発展型高速パケットデータ(Evolved High Rate Packet Data:eHRPD)
、マイクロ波アクセスの世界的相互運用(Worldwide Interoperability for Microwave Ac
cess:WiMax)、GSM(登録商標)、GSM進化型高速データレート(enhanced data rate for GSM
 evolution:EDGE)などに関連する技術および関連規格にも適用可能であることがある。Mu
LTEfireは、アンライセンススペクトル単独で動作し、ライセンススペクトルの「アンカ
ー」を必要としない、LTEベースの技術である。異なる技術に関連する用語は、変わるこ
とがある。LTE-Dは、ライセンスLTEスペクトルを利用する、3GPPリリース12の一部として
リリースされた、デバイス間の技術である。LTE-Dデバイスは、ネットワークにより割り
振られたスロットおよび帯域幅でメッセージを送ることによって、直接的に他のデバイス
と通信することができる。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、考慮される技術に応じて、UMTS内で使用されるユーザ機器(U
E)は、時には、ほんのいくつかの例を挙げれば、移動局、局(STA)、ユーザ端末、加入者
ユニット、アクセス端末などと呼ばれることがある。同様に、UMTSで使用されるノードB
は、発展型ノードB(eノードBまたはeNB)、アクセスノード、アクセスポイント、基地局(B
S)、HRPD基地局(BTS)などと呼ばれることがある。ここでは、適用可能な場合、異なる用
語が異なる技術に適用されることに留意されたい。
【００２１】
　図1は、本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システム100(またはネットワーク)
の一例を示す。ワイヤレス通信システム100は、eNB104を介したセルラーネットワーク(た
とえば、2G、3G、4G LTE、LTE-U、LTE-D、および/もしくはMuLTEfireネットワーク)、ま
たはeNB104もしくは何らかの他のアクセスポイント(AP)(図示せず)を介した非セルラーネ
ットワーク(たとえば、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN))の一方または両方
と、ワイヤレス通信していることがあるユーザ機器(UE)106a～d(本明細書では「UE106」
と呼ぶ)を含んでもよい。
【００２２】
　ワイヤレス通信システム100は、ワイヤレス規格、たとえば802.11ah、802.11ac、802.1
1n、802.11g、802.11b、または他の802.11ベースの規格に準拠した動作を含んでもよい。
図1に示すように、eNB104は、エリア102にセルラー通信カバレージを提供することができ
る。UE106は、カバレージエリア102内に位置するワイヤレスデバイスを含んでもよい。UE
106は、セルラーネットワーク(たとえば、LTE)を使用して、LTE UEとして機能して、通信
リンク110によりeNB104と通信してもよい。ワイヤレス通信システム100内のデバイス間で
交換される通信は、パケット、フレーム、サブフレーム、ビットなどを含む場合があるデ
ータユニットを含んでもよい。
【００２３】
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　概して、無線周波数(RF)スペクトルは、ライセンスおよびアンライセンススペクトル(
本明細書ではライセンスおよびアンライセンス「バンド」とも呼ぶ)に分割され得る。い
くつかの態様では、LTE規格に従って動作するワイヤレスデバイス(たとえば、UE106また
はeNB104)が、ライセンスおよびアンライセンススペクトルの一方または両方で動作して
いる場合がある。たとえば、ライセンススペクトルが、セルラーワイヤレス通信(たとえ
ば、LTE規格に従って動作する通信)に確保された周波数を含むことがある。しかしながら
、一般的にアンライセンススペクトルには、確保された周波数はなく、様々な能力のデバ
イスが、アンライセンススペクトル内で共存する動作を有する場合がある。たとえば、WL
ANデバイスおよびLTEデバイスが、どちらもアンライセンススペクトル内で動作する場合
があり、スペクトルを排他的に使用しない場合がある。したがって、アンライセンススペ
クトルのユーザは、他のユーザによる干渉を受けやすい。アンライセンス周波数スペクト
ルで動作するLTEデバイスは、「LTE-U」または「MuLTEfire」デバイスと呼ばれることが
ある。本明細書で使用する「LTE-U」という用語は、一般的に、アンライセンス(または場
合によっては、少なくとも、その展開が完全には調整されないアクセスポイント間で共有
される)周波数スペクトルで動作するLTEベースの技術を指し、別段に記載されていない限
り、これらの技術のうちの特定の仕様を指すものではない。いくつかの実施形態では、UE
106は、ライセンスとアンライセンスの両方のスペクトルを使用し得るライセンス補助ア
クセス(LAA)プロトコルに従ってUE106と通信する場合がある。しかしながら、ワイヤレス
通信において周波数スペクトルおよび利用可能な動作時間などの通信リソースを共有する
と、共存問題を引き起こすことがある。
【００２４】
　たとえば、いくつかの態様では、eNB104は、ワイヤレス媒体にアクセスする際の公平性
を実現することができる間欠受信(DRX)プロトコルを利用して、アンライセンススペクト
ルによりUE106と通信する場合がある。しかしながら、DRXプロトコルの一部として、eNB1
04は、限られた時間期間の間にUE106のすべてに対して一定の情報を送信することができ
るにすぎないことがある。これは、一般的に連続受信プロトコルを利用するライセンスス
ペクトル上での通信と対照的である。したがって、アンライセンススペクトルによる通信
は、より低い頻度で行われることがあり、場合によってはライセンススペクトルによる通
信よりも遅いことがある。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、eNB104は、「設定ウィンドウ」またはダウンリンク監視送信
設定(DMTC)ウィンドウと呼ばれる時間期間の間に、DRXプロトコルに基づいてUE106に情報
を通信しようと試みてもよい。たとえば、いくつかの態様では、eNB104は、DMTCウィンド
ウの間にUE106にアンカー信号を送信またはブロードキャストしてもよい。いくつかの実
施形態では、これらのアンカー信号は、無線リンク監視(RLM)に関係する基本情報を含む
ことができる。しかしながら、ライセンススペクトル上での通信とは対照的に、UE106は
、RLM手順においてさらなる問題に遭遇する場合がある。たとえば、ライセンススペクト
ルにおけるRLMの場合、UE106が、時間ウィンドウ(たとえば、200ms)にわたってeNB104に
よって送信される複数のパイロットトーンの品質を決定してもよい。決定された品質がし
きい値を下回る場合、UE106は、無線リンク障害(RLF)手順が必要であるかどうか(たとえ
ば、UE106が新しいeNB104を見つけるべきかどうか)を決定するためのサブルーチンを開始
してもよい。ライセンススペクトルにおけるRLMの一部としてのeNB104は、パイロットト
ーンを送信するためにワイヤレス通信媒体を取り合う必要がなく、UE106が依然としてeNB
104の範囲内にある場合、UE106は、パイロットトーンの少なくとも一部を(それらの品質
にかかわらず)受信することになると考えられる。
【００２６】
　対照的に、LTE-UまたはMuLTEfireでは、他のデバイスもまた、eNB104と同時に、それら
自体の通信のためにワイヤレス媒体を確保しようと試みる場合がある(たとえば、ワイヤ
レス媒体が占有されている場合がある)ので、UE106へのパイロットトーンの送信は、eNB1
04がワイヤレス媒体を確保することができるかどうかによって決まる場合がある。したが
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って、eNB104が、LTE-UまたはMuLTEfireにおいてあらかじめスケジュールされたパイロッ
トトーンが送信されることを前もって保証することができないことがあり、そのためにUE
106がeNB104からの範囲外にあると誤って決定し、場合によってはRLF手順を開始すること
がある。さらに、5Gの場合のように、LTE-UまたはMuLTEfire展開は密集している(たとえ
ば、多くのデバイスを含む)ことがあり、したがって、eNB104が送信のために媒体を確保
する機会は減少する可能性がある。したがって、本明細書で説明する実施形態は、アンラ
イセンススペクトルにおけるRLMの方法を提供することに関する。
【００２７】
　図2は、図1のワイヤレス通信システム100内の動作のためにワイヤレスデバイス202にお
いて利用できる様々な構成要素を示す。たとえば、ワイヤレスデバイス202は、eNB104、
またはUE106のいずれかとして動作する場合がある。例示的な実装形態では、ワイヤレス
デバイス202は、本明細書で説明する様々な方法に従って構成され、使用される場合があ
る。
【００２８】
　ワイヤレスデバイス202は、ワイヤレスデバイス202の動作を制御するプロセッサ204を
含んでもよい。プロセッサ204は、中央処理ユニット(CPU)または電子ハードウェアプロセ
ッサと呼ばれることもある。メモリ206は、読取り専用メモリ(ROM)とランダムアクセスメ
モリ(RAM)の両方を含むことができ、命令およびデータをプロセッサ204に提供する。メモ
リ206は、いくつかの態様では、電子ハードウェアメモリであってもよい。またメモリ206
の一部は、不揮発性ランダムアクセスメモリ(NVRAM)を含んでもよい。プロセッサ204は、
典型的には、メモリ206内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理演算および算術
演算を実行する。メモリ206中の命令は、本明細書で説明する方法を実装するように実行
可能であってもよい。
【００２９】
　プロセッサ204は、1つまたは複数のプロセッサを用いて実装される処理システムの構成
要素を備えるか、またはその構成要素であってもよい。1つまたは複数のプロセッサは、
汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブル論理デバイス(PLD)、コント
ローラ、ステートマシン、ゲート論理、個別のハードウェア構成要素、専用のハードウェ
ア有限ステートマシン、または、情報の計算もしくは他の操作を実行することができる任
意の他の適切なエンティティを任意に組み合わせて実現されてもよい。
【００３０】
　処理システムは、ソフトウェアを記憶するための非一時的機械可読媒体を含むこともで
きる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード
、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、他の名称で呼ばれるかにかかわらず、任意のタイ
プの命令を意味するように広く解釈されるべきである。命令は、(たとえば、ソースコー
ドフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、または、
任意の他の好適なコードのフォーマットにおける)コードを含むことができる。命令は、1
つまたは複数のプロセッサによって実行されると、処理システムに本明細書で説明する様
々な機能を実行させる。プロセッサ204は、動作およびデータ通信を制御するためのパケ
ットを生成するためにパケット生成器をさらに含む。
【００３１】
　ワイヤレスデバイス202は、ワイヤレスデバイス202と遠隔地との間のデータの送受信を
可能にするために、送信機210と受信機212とを含むことができる。送信機210および受信
機212は、組み合わされてトランシーバ214になる場合がある。アンテナ216が、トランシ
ーバ214に電気的に結合される場合がある。ワイヤレスデバイス202は、たとえば、多入力
多出力(MIMO)通信中に利用することができる、(図示されない)複数の送信機、複数の受信
機、複数のトランシーバ、および/または複数のアンテナを含むこともできる。いくつか
の実施形態では、複数のアンテナの各々が、LTE-U、LTE-D、MuLTEfire、および/またはWL
AN通信の送信および/または受信に専用であってもよい。ワイヤレスデバイスは、ハウジ
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ングユニット208によって覆われてもよい。
【００３２】
　ワイヤレスデバイス202はまた、LTEデバイス(たとえば、LTE-U、LTE-D、MuLTEfireデバ
イス)と通信するためのLTEモデム234を含んでもよい。たとえば、LTEモデム234は、ワイ
ヤレスデバイス202がLTE通信を送ること、受信すること、および処理することを可能にす
ることができる。LTEモデム234は、LTEネットワークのために、物理(PHY)レイヤと媒体ア
クセス制御(MAC)レイヤの両方で動作するための処理能力を含むことができる。ワイヤレ
スデバイス202はまた、WLANデバイスと通信するためのWLANモデム238を備える。たとえば
、WLANモデム238は、ワイヤレスデバイス202がWLAN通信を送ること、受信すること、およ
び処理することを可能にすることができる。WLANモデム238は、WLANのために、物理(PHY)
レイヤと媒体アクセス制御(MAC)レイヤの両方で動作するための処理能力を含むことがで
きる。
【００３３】
　ワイヤレスデバイス202はまた、アンテナ216、送信機210、受信機212、またはトランシ
ーバ214によって受信された信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る信
号検出器218を含む場合もある。信号検出器218は、総エネルギー、シンボル当たりのサブ
キャリア当たりのエネルギー、電力スペクトル密度などを検出する形で、そのような信号
を検出してもよい。ワイヤレスデバイス202はまた、信号を処理する際に使用するための
デジタル信号プロセッサ(DSP)220を含んでもよい。DSP220は、送信用のデータ単位を生成
するように構成されてもよい。いくつかの態様では、データユニットは物理レイヤプロト
コルデータユニット(PPDU)を含んでもよい。いくつかの態様では、PPDUはパケットと呼ば
れる。DSP220は、プロセッサ204に動作可能に接続されてもよく、プロセッサ204とリソー
スを共有してもよい。
【００３４】
　ワイヤレスデバイス202は、いくつかの態様において、ユーザインターフェース222をさ
らに含んでもよい。ユーザインターフェース222は、キーパッド、マイクロフォン、スピ
ーカ、および/またはディスプレイを含むことができる。ユーザインターフェース222は、
ワイヤレスデバイス202のユーザに情報を伝える、および/または、ユーザからの入力を受
信する任意の要素または構成要素を含むことができる。
【００３５】
　ワイヤレスデバイス202の様々な構成要素は、バスシステム226によって互いに結合され
てもよい。バスシステム226は、たとえば、データバス、ならびに、データバスに加えて
、電力バス、制御信号バス、ステータス信号バスを含んでもよい。ワイヤレスデバイス20
2の様々な構成要素は、互いに結合されるか、または何らかの他の機構を使用して互いに
対する入力を受け入れる、もしくは提供する場合があることは、当業者には諒解されよう
。
【００３６】
　図2にいくつかの別個の構成要素を示しているが、これらの構成要素のうちの1つまたは
複数は、上記で説明した機能に関してだけでなく、他の構成要素に関して上記で説明した
機能を実装するためにも、実装される場合があることを当業者には認識されよう。たとえ
ば、プロセッサ204は、プロセッサ204に関して上記で説明した機能だけでなく、信号検出
器218および/またはDSP220に関して上記で説明した機能を実装するためにも、使用される
場合がある。図2に示す構成要素の各々は、複数の別個の要素を使用して実装される場合
がある。
【００３７】
　上述したように、ワイヤレスデバイス202は、eNB104またはUE106を含む場合があり、ラ
イセンスまたはアンライセンススペクトルにより通信を送信および/または受信するため
に使用される場合がある。具体的には、eNB104またはUE106は、アンライセンススペクト
ルで動作するように構成されたWLAN、LTE-U、またはMuLTEfireデバイスを含んでもよい。
図3は、一実施形態による、アンライセンススペクトルにおける通信の例示的な時系列図3
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00を示す。いくつかの実施形態では、図示したアンライセンスバンドは、物理個別制御チ
ャネル(PDCCH)であることがある。
【００３８】
　図示のように時系列図300は、複数の別個の送信期間330～338(「DMTC期間」とも呼ばれ
る)を含む。各送信期間330～338の間に、様々な能力のデバイスが、データを送信するた
めにアンライセンススペクトルのアクセスを得ようと試みる場合がある。たとえば、上述
のように、eNB104が、DMTCウィンドウの間にアンカー信号を送信またはブロードキャスト
するために、ワイヤレス媒体にアクセスしようと試みる場合がある。いくつかの態様では
、各送信期間は、80ms、160ms、または320msであることがある。秒およびミリ秒について
述べるが、フレーム数などの、他の変数が利用される場合がある。
【００３９】
　図示のように、複数の送信期間330～338の各々が、対応するDMTCウィンドウ340～348を
有することができる。DMTCウィンドウ340～348は、指定された時間期間の間にのみ現れて
もよい。たとえば、一実施形態では、DMTCウィンドウ344は、長さが10msであってもよい
。この実施形態によれば、eNB104は、ワイヤレス媒体にアクセスし、リッスン中のUE106
に1つまたは複数のアンカー信号(または他の信号)を送信するために、10msのウィンドウ
を有してもよい。いくつかの態様では、各連続するDMTCウィンドウ340～348は、間隔315
によって表される、所定の時間量またはフレームだけ、他のDMTCウィンドウ340～348から
隔てられてもよい。たとえば、DMTCウィンドウ342の開始時間は、隣接するDMTCウィンド
ウ340またはDMTCウィンドウ344の開始時間から80ms、160ms、または320msだけ隔てられて
もよい。DMTCウィンドウ340～348が存在しない時間の間、UE106は、UE106が特に情報を送
信または受信しようと試みていない限り、(エネルギーを節約する、または場合によって
はバッテリー寿命を延ばすために)「省電力」、「アイドル」、または「スリープ」モー
ドであってもよい。様々な態様では、本明細書で説明する時間の各々は、前もって決定さ
れる(たとえば、仕様もしくは設定によってセットされる)ことがあり、または動的に調整
されてもよく、送信期間330～338ごとに変動することがある。
【００４０】
　各送信期間330～338に対して1つのDMTCウィンドウ340～348が示されているが、一実施
形態では、各送信期間330～338に対して2つ以上のDMTCウィンドウがスケジュールされて
もよい。これは、たとえば、LTE-UまたはMuLTEfireデバイスが緊急通信に利用される場合
、各送信期間330～338のより大きい部分がこれらの通信のために割り振られ得るので、緊
急事態において有利である場合がある。
【００４１】
　図示のように、DMTCウィンドウ340～348の間に、1つまたは複数のサブフレーム350～35
9が送信されてもよい。一実施形態では、各サブフレーム350～359の期間は、1msであるこ
とがある。いくつかの態様では、サブフレーム350～359がeNB104によって送信されるとき
、サブフレーム350～359の各々が、アンカー信号であることがある。アンカー信号は、発
見基準信号(DRS)、強化型発見基準信号(eDRS)、または何らかの他の信号を含むことがで
きる。いくつかの態様では、アンカー信号は、1次同期信号(PSS)、2次同期信号(SSS)、セ
ル固有基準信号(CRS)など、RLMに関係する情報を含むことができる。
【００４２】
　各サブフレーム350～359(たとえば、アンカー信号)は、制御部分360とデータ部分365と
を含むことができる。一実施形態では、制御部分360は、サブフレーム350～359がデータ
部分365内でデータを搬送する宛先の1つまたは複数のUE106を示すことができる。たとえ
ば、各UE106が、無線ネットワーク一時識別子(RNTI)によって識別されてもよい。したが
って、制御部分360は、たとえば、サブフレーム355の予定受信者であるUE106のRNTIを示
してもよい。いくつかの態様では、サブフレーム350～359がページングRNTI(P-RNTI)など
のブロードキャスト情報を含むことを示すために、特殊なRNTIが利用されてもよい。
【００４３】
　DMTCウィンドウ340の間に(または前に)、eNB104は、UE106にアンカー信号または他の情
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報を送信するためにワイヤレス媒体のアクセスを得ようと試みることができる。様々な態
様では、eNB104は、チャネル査定またはチャネル競合の様々な方法によりワイヤレス媒体
で送信するためにアクセスを得ようと試みてもよい。たとえば、eNB104は、DMTCウィンド
ウ340～348の間にワイヤレス媒体へのアクセスを取得するために、より優先度の高い媒体
競合機構を利用してもよい。一実施形態では、eNB104は、1回限りのリッスンビフォアト
ーク(listen-before-talk:LBT)機構を利用してもよい。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、eNB104は、DMTCウィンドウ340のスケジュールされた開始時
間にワイヤレス媒体で送信するためにアクセスを取得しなくてもよい。たとえば、eNB104
は、DMTCウィンドウ340のスケジュールされた開始後6msまで、ワイヤレス媒体で送信する
ためにアクセスを取得しなくてもよい。一実施形態では、eNB104は、次いで、(10msのDMT
Cウィンドウが利用されると仮定すると)DMTCウィンドウ340の残りの4msの間にサブフレー
ムを送信してもよい。しかしながら、いくつかの実施形態では、UE106は、RLMのためにDM
TCウィンドウ340の残りの4msを監視しなくてもよい。さらに、いくつかの態様では、eNB1
04は、DMTCウィンドウ340の間にワイヤレス媒体で送信するためにまったくアクセスを取
得しなくてもよく、したがって、UE106は、eNB104によって送信されるいかなる情報も観
測しなくてもよい。
【００４５】
　ライセンススペクトル上でのワイヤレス通信では、UE106は、eNB104がUE106と「同期外
れ」であるので、eNB104からの送信を検出しないと解釈することができる。たとえば、UE
106は、eNB104の範囲外にある可能性があり、またはeNB104に何らかの他の障害がある可
能性がある。しかしながら、ライセンススペクトル上でワイヤレス通信しているUE106は
、通信がeNB104から検出されるが、しきい値品質を上回らない場合、UE106がeNB104と同
期外れであると決定する場合もある。したがって、これらの同期外れ状態のいずれかが発
生する場合、UE106がeNB104と同期外れであるという理由にかかわらず、UE106がRLF手順
を開始し、新しいeNB104と接続することが可能である。
【００４６】
　しかしながら、アンライセンススペクトル上でのワイヤレス通信では、eNB104がワイヤ
レス媒体へのアクセスを常に勝ち取るとは限らないので、UE106がeNB104からの通信を検
出できないことは、UE106がeNB104の範囲外にあることに起因するものではない、またはe
NB104の障害に起因するものではない場合がある。したがって、UE106が、1つまたは複数
のDMTCウィンドウ340～348内で送信を検出しないことにのみ基づいてRLF手順を開始しな
いことが望ましい場合がある。
【００４７】
　たとえば、いくつかの態様では、UE106がDMTCウィンドウ340の間にeNB104からいかなる
送信も検出しなかった後に、UE106はeNB104に、ワイヤレス媒体へのアクセスを取得する
ためにある時間量を与えることができる。DMTCウィンドウ340は、時系列図300では最初の
DMTCウィンドウであるように示されているが、いくつかのDMTCウィンドウ(および送信機
会)がすでに経過している可能性がある。図示の実施形態では、DMTCウィンドウ340は、UE
106がeNB104からの送信を検出していない(たとえば、以下でさらに詳細に説明するように
、「十分な」送信を検出していない)X番目のDMTCウィンドウとすることができる。いくつ
かの態様では、X番目のDMTCウィンドウがいつ発生するかという評価は、以下で説明する
図4の方法400に少なくとも部分的に基づいて決定されてもよい。いくつかの実施形態では
、送信期間330～338の経過または何らかの他の定義された発生(たとえば、フレーム数も
しくは時間量)が、いくつかのDMTCウィンドウ340～348の経過の代わりに評価されてもよ
い。
【００４８】
　別の実施形態では、X番目のDMTCウィンドウ340が経過し、UE106が依然としてeNB104に
よる送信を検出していないと、その後UE106は、RLF手順を開始する前に、タイマー310がU
E106に、eNB104からの送信を検出するための追加時間を与えるのを待ってもよい。たとえ
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ば、図示のように、UE106は、N個のDMTCウィンドウ340～348(または同様に、送信期間330
～338、フレーム、時間など)を経過させるためにタイマー310を利用してもよく、eNB104
による送信が検出されない場合、その後RLF手順を開始してもよい。いくつかの態様では
、これらの決定およびタイマー310の使用は、以下で説明する図4の方法400と同様にして
実施されてもよい。
【００４９】
　図4は、一実施形態による、無線リンク障害手順を開始するかどうかを決定する方法400
の例示的なフローチャートを示す。方法400のいくつかの態様は、UE106aによって実施さ
れてもよい。しかしながら、当業者によって理解されるように、方法400またはその何ら
かの変形は、図2のワイヤレスデバイス202、図1のeNB104、または図1のUE106のいずれか
などの、1つまたは複数の他の好適な電子デバイスによって実施されてもよい。ブロック
は特定の順序で行われるものとして説明することがあるが、ブロックは並べ替えることが
でき、ブロックは省略することができ、かつ/またはさらなるブロックを追加することが
できる。
【００５０】
　図示のように、方法400は、開始ブロック405から始まってもよく、開始ブロック405に
おいてUE106aは、たとえば、ブロッキング状態が発生したかどうかの決定を開始してもよ
い。方法400は、次いでブロック410に移動してもよく、ブロック410においてUE106aは、
たとえば、方法500を呼び出すことによって、セル(たとえば、eNB104)へのその接続を評
価してもよい。セルへのUE106接続を評価するための様々な方法が、企図される。いくつ
かの態様では、UE106aは、本明細書で説明するRLM方法の一部を実施するために、物理レ
イヤ(本明細書では「L1」と呼ぶ)、媒体アクセス制御(MAC)レイヤ(本明細書では「L2」と
呼ぶ)、またはネットワークレイヤ(本明細書では「L3」と呼ぶ)の1つまたは複数を利用し
てもよい。たとえば、L1は、他のデバイスからのワイヤレス通信の品質を査定するために
いくつかの信号をフィルタリングしてもよく、L3は、L1の査定に基づいてRLF手順を開始
するかどうかを決定してもよい。
【００５１】
　セルへの接続が評価されると、方法400は次いで決定ブロック415に移動してもよく、決
定ブロック415においてUE106aは、たとえば、方法500においてセルブロッキング指示が出
されたかどうかを決定してもよい。セルが(たとえば、上記で説明した決定方法の1つに基
づいて)検出された場合、方法400は、次いでブロック420に移動してもよく、ブロック420
においてUE106aは、たとえば、セルブロッキングカウンタをインクリメントしてもよい。
たとえば、一実施形態では、セルがブロッキングされるとUE106aが決定する場合、UE106a
(たとえば、L1)は、発生するその後のセルブロッキング指示の数を追跡するために、セル
ブロッキングカウンタの値をインクリメントしてもよい。
【００５２】
　方法400は、次いで、決定ブロック425に移動してもよく、決定ブロック425においてUE1
06aは、たとえば、セルブロッキングカウンタの現在の値がしきい値を上回っているかど
うかを決定してもよい。ここではN310bに指定するしきい値は、UE106aにハードコーディ
ングされてもよく、またはネットワーク(たとえば、eNB104)によってシグナリングされて
もよい。
【００５３】
　セルブロッキングカウンタの現在の値がしきい値を上回っていない場合、方法400は次
いでブロック410に戻り、上記で説明したように進行してもよい。代替的に、セルブロッ
キングカウンタの現在の値がしきい値を上回っている場合、方法400は次いでブロック430
に移動してもよく、ブロック430においてUE106aは、たとえば、タイマーT310bがまだ稼動
していない場合、このタイマーを開始してもよい。タイマーは、UE106aがRLF手順を開始
する前にある時間量を経過させるように、利用されてもよい。これは、たとえば、eNB104
がワイヤレス媒体で送信するためにアクセスを取得することから単に一時的にブロックさ
れた場合、RLF手順および新しいセルへの接続は、実行するのに時間(たとえば、タイマー
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よりも多くの時間)がかかる可能性があるので、有益であることがある。いくつかの実施
形態では、タイマーT310bの値または設定は、ハードコーディングまたは設定されてもよ
い。
【００５４】
　その後、方法400は、次いで決定ブロック455に移動してもよく、決定ブロック455にお
いてUE106a(たとえば、L3)は、たとえば、タイマーT310bが満了したかどうかを決定して
もよい。タイマーT310bが満了していない場合、方法400は次いでブロック410に戻っても
よい。UE106aが決定ブロック455において、タイマーT310bが満了したと決定する場合、方
法400は次いで終了ブロック460に移動してもよく、終了ブロック460においてUE106aは、R
LF手順を開始してもよい。
【００５５】
　再び決定ブロック415を参照すると、セルブロッキング指示が(たとえば、ブロック410
に関して上記で説明した評価に基づいて)出されなかったと決定される場合、方法400は代
わりに決定ブロック440に進んでもよく、決定ブロック440においてUE106a(たとえば、L3)
は、たとえば、UE106aがセルと十分に同期しているかどうかを決定してもよい。いくつか
の態様では、L3は、eNB104が十分に同期しているかどうかを決定するために、タイマー値
(たとえば、T310)およびカウンタ(たとえば、N310またはN311)を利用してもよい(図5の方
法500に関して以下でさらに詳細に説明する)。様々な実施形態では、T310、N310、または
N311の値は、仕様または設定によって定義されてもよい。
【００５６】
　UE106aが現在、セルと十分に同期していると決定される場合、方法400は次いでブロッ
ク450に移動してもよく、ブロック450においてUE106a(たとえば、L1)は、たとえば、セル
ブロッキングカウンタを管理するよう決定してもよい。一例では、UE106aは、1つまたは
複数のイベントが発生する場合、T310bおよびセルブロッキングカウンタをリセットする
よう決定してもよい。たとえば、一実施形態では、UE106aは、同期指示の数がしきい値N3
11を超えた、同期もしくは同期外れ指示の数がしきい値N311bを超えた、またはセル検出
成功指示の数がしきい値N311cを超えた、のうちの1つまたは複数の場合、T310bおよびセ
ルブロッキングカウンタをリセットしてもよい。一実施形態では、同期指示、同期外れ指
示、またはセル検出成功指示は、ブロック410で呼び出される、方法500によって生成され
得る。その後、方法400は、決定ブロック455に進み、上記で説明したように継続してもよ
い。
【００５７】
　しかしながら、決定ブロック440において、UE106aが現在セルと十分に同期していない
と決定される場合、方法400は、終了ブロック445に進んでもよく、終了ブロック445にお
いてUE106a(たとえば、L3)は、RLF手順を開始してもよい。したがって、方法400の一部と
して、UE106aは、ブロッキングが発生しているかどうかの決定とは無関係にRLF手順を開
始してもよい。有利には、UE106aが現在接続されているeNB104が、UE106がワイヤレス通
信を効果的に受信または送信するのに十分な信号を供給していない場合、UE106aは、新し
いセルに接続することができてもよい。
【００５８】
　図5は、一実施形態による、現在のセル接続が、同期指示に値するか、同期外れ指示に
値するか、それともセルブロッキング指示に値するかを決定する方法500の例示的なフロ
ーチャートを示す。追加または代替として、いくつかの実装形態では、方法500はまた、
現在のセル接続がセル検出指示に値するかどうかを決定してもよい。いくつかの実装形態
では、方法500は、L1で動作し、L3で動作している方法400によって呼び出される。方法50
0は、UE106aによって実施されるように説明される。しかしながら、当業者によって理解
されるように、方法500またはその何らかの変形は、図2のワイヤレスデバイス202、図1の
eNB104、または図1のUE106のいずれかなどの、1つまたは複数の他の好適な電子デバイス
によって実施されてもよい。ブロックは特定の順序で行われるものとして説明することが
あるが、ブロックは並べ替えることができ、ブロックは省略することができ、かつ/また
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はさらなるブロックを追加することができる。
【００５９】
　方法500は、開始ブロック505(たとえば、それが方法400によって呼び出されるとき)か
ら始まってもよく、次いでブロック515に移動してもよく、ブロック515においてUE106aは
、たとえば、セル(たとえば、eNB104)へのその接続を評価してもよい。接続を評価するた
めのいくつかの実施形態が考えられる。たとえば、一実施形態では、UE106aは、eNB104に
よって送信されたeDRS信号を検出しようと試みてもよい。たとえば、UE106aは、サブフレ
ーム350～359の1つまたは複数がeDRSブロードキャストを含むかどうかを決定するために
、図3のDMTCウィンドウ340～348の1つまたは複数の間、アンライセンススペクトルをリッ
スンしてもよい。一実施形態では、UE106aは、サブフレームがeDRSブロードキャストを含
むかどうかを決定するために、eDRSを構成する物理チャネルを復号してもよい。具体的に
は、一実施形態ではUE106aは、サブフレームがeDRSブロードキャストとして識別され得る
かどうかを決定するために、サブフレーム350～359の1つまたは複数の間に送信されたパ
イロット(たとえば、CRS)または同期(たとえば、PSS、SSS)トーンをリッスンしてもよい
。いくつかの態様では、eDRSブロードキャストでeNB104によって送信されたパイロットト
ーンが、既知の、または場合によっては識別可能な構造(たとえば、既知の送信電力)また
は位置(たとえば、サブフレーム)を有してもよい。いくつかの態様では、シングルユーザ
のアンカー信号で送信されたパイロットトーンが、低送信電力など、eDRSブロードキャス
トパイロットトーンと比較して異なる構造を有する。いくつかの実施形態では、eDRSブロ
ードキャストパイロットトーンは、サブフレーム0 350またはサブフレーム5 355の間に送
信されるだけであってもよい。したがって、一実施形態では、UE106aは、DMTCウィンドウ
340～348において少なくともサブフレーム0 350およびサブフレーム5 355にセル検出を行
ってもよい。
【００６０】
　いくつかの態様では、DMTCウィンドウ340～348のタイミングは、セルブロードキャスト
によって示されることがあり、またはあらかじめキャッシュされていてもよい。たとえば
、一実施形態では、タイミングは、キャリア、公衆陸上モバイルネットワーク(PLMN)、セ
ルの識別子、またはそれらの何らかの組合せの指示に従ってキャッシュされることがある
。いくつかの態様では、UE106aは、DRXサイクルにつき1つのDMTCウィンドウ340～348に割
り当てられるだけであってもよい。DRXサイクルは、UE106をページングするために(たと
えば、eNB104が特定のUE106のためにバッファリングされたメッセージまたはデータを有
することをUE106の1つまたは複数に示すために)アンライセンススペクトルでeNB104によ
って利用されるページング機会を表すことができる。たとえば、DRXサイクルは、持続時
間が1.2秒であってもよく、各送信期間330～338は、持続時間が120msであってもよい。こ
の単独の割当ては、アンライセンススペクトルでのワイヤレス通信において公平性を与え
るために必要とされる、または好ましい場合がある。しかしながら、いくつかの実施形態
では、UE106aは、DRXサイクルにつき2つ以上のDMTCウィンドウ340～348に割り当てられて
もよい。いずれの場合も、いくつかの態様では、UE106aは、たとえば、割り当てられたDM
TCウィンドウ344の間にセル検出を行うだけであってもよい。しかしながら他の態様では
、UE106aは、UE106aがこれらのウィンドウの間にデータ(たとえば、ページング情報)を受
信するように割り当てられていない場合でも、他のDMTCウィンドウ340～348においてセル
検出を行うように構成されてもよい。いくつかの態様では、DMTCウィンドウ344は、たと
えば、それがDRXタイムラインのオンタイムの間に入る場合、「許可される」と見なされ
てもよい。
【００６１】
　セルへの接続を評価する(たとえば、セルが存在するかどうかを決定する)別の方法では
、UE106aは、通信チャネル上で送信されるCRSの信号対雑音比(SINR)または基準信号受信
品質(RSRQ)の一方または両方を決定してもよい。一実施形態では、通信チャネルは、PDCC
Hであってもよい。この方法の一部として、UE106aは、決定されたSINRまたはRSRQをしき
い値と比較してもよく、しきい値未満では、チャネルを検出する可能性が、特定のセル構
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成についての指定されたパーセンテージを下回る。一実施形態では、しきい値は、Qblock
ingと呼ばれることがあり、パーセンテージは、50%または(たとえば、設定によって定義
された)何らかの他の値であってもよい。追加または代替として、UE106aは、チャネル状
態情報固有基準(CSI-RS)SINRを決定し、セルが検出されるかどうかを決定するために、結
果をしきい値と比較してもよい。いくつかの態様では、UE106aは、サブフレーム0 350ま
たはサブフレーム5 355のCRSのSINRまたはRSRQを結合してもよい。この結合されたSINRは
、次いで、上記で説明した検出方法の一部として、または他のRLM手順(たとえば、以下で
さらに詳細に説明する、同期または同期外れの指示を出すこと)の一部として、使用され
てもよい。
【００６２】
　セルへの接続を評価するまた別の方法では、UE106aは、ブロードキャストのためのPDCC
H割振り(たとえば、システム情報ブロック(SIB)または拡張SIB(eSIB))がDMTCウィンドウ3
40～348内で検出されるかどうかを決定してもよい。セルが存在するかどうかを決定する
別の同様の方法の一部として、UE106aは、ブロードキャスト(たとえば、eSIB)がDMTCウィ
ンドウ340～348内で正常に復号されるかどうかを決定してもよい。たとえば、一実施形態
では、UE106aは、ブロードキャストを復号するために、巡回冗長検査(CRC)情報を利用し
てもよい。これらの検出方法の一方または両方によれば、UE106aは、サブフレーム0 350
またはサブフレーム5 355以外のサブフレームを監視してもよい。
【００６３】
　接続が評価されると、方法500は、次いで決定ブロック520に移動してもよく、決定ブロ
ック520においてUE106a(たとえば、L1またはL3)は、たとえば、セルが検出されたかどう
かを決定してもよい。セルが検出されなかった場合、方法500は、次いで決定ブロック525
に移動してもよく、決定ブロック525においてUE106aは、たとえば、DMTC中の少なくとも1
つのサンプルであることによって、現在のチャネルサンプルが検出可能であるかどうかを
決定してもよい。
【００６４】
　決定ブロック525において、チャネルサンプルがセル検出目的で検討されないことにな
る場合、方法500は、次いで方法500の終了に移動し、方法400に戻ってもよい。代わりに
、決定ブロック525において、UE106aが、サンプルをセル検出目的で使用することができ
ると決定する場合、方法500は、次いでブロック530に移動してもよく、ブロック530にお
いてセル検出失敗カウンタがインクリメントされる。その後、方法500は、たとえば、決
定ブロック535に移動してもよく、決定ブロック535においてUE106aは、セル検出失敗カウ
ンタがしきい値を超えたかどうかを決定する。しきい値を超える場合、方法500は、ブロ
ック540においてブロッキング指示を出してもよい。次いで方法500は、方法400に制御を
返してもよい。しきい値を超えていないと決定される場合、方法500は、同じく方法400に
制御を返してもよい。
【００６５】
　決定ブロック520において、セルが検出された場合、方法500は、サブルーチン510に進
むことができ、サブルーチン510においてUE106aは、たとえば、無線リンク監視を行うこ
とができる。そのような無線リンク監視は、仕様または特定の設定に基づくものであって
もよい。図示のように、サブルーチン510は、ブロック545から始まってもよく、ブロック
545においてUE106aは、検出されたセルサンプルを蓄積する。UE106aは、今後の同期また
は同期外れ評価のために、そのようなサンプルを蓄積してもよい。さらなる考慮事項が対
応されてもよい。たとえば、eDRS外で取るように決定されたサンプルに対する以外に、eD
RSサンプルに対して、別個のサンプル蓄積が行われてもよい。方法500は次いで、たとえ
ば決定ブロック550に進んで、セル品質を決定するために十分な数のサンプルが蓄積した
かどうかを決定してもよい。蓄積したサンプル数が不十分である場合、方法500はサブル
ーチン510を終了し、ブロック575に移動することができる。
【００６６】
　UE106aが決定ブロック550において、十分な数のサンプルが蓄積したと決定する場合、
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方法500はブロック555に移動し、ブロック555においてUE106aは、たとえば、蓄積された
サンプルに基づいてセルの品質を決定してもよい。たとえば、UE106aは、ライセンススペ
クトルにおけるRLMと同様に、eNB104がUE106aと「同期」しているか、それとも「同期外
れ」であるかを決定するために、検出されたセルを評価してもよい。一実施形態では、UE
106aは、eNB104によって送信された複数のフレームまたはサブフレームの過程にわたって
送信された1つまたは複数のパイロットトーンの送信電力を決定してもよい。別の実施形
態では、eNB104によって送信された複数のフレームまたはサブフレームの過程にわたって
送信されたCRSのSINRまたはRSRQなどの測定が、決定されてもよい。いくつかの態様では
、UE106aが異なるクラスで別個にサンプルを蓄積しているかどうか(たとえば、eDRSサン
プル、非eDRSサンプル、または、さらに非eDRSサンプルについては、UE106aがデータを受
信するようにスケジュールされているサンプル、およびUE106aがデータを受信するように
スケジュールされていないサンプル)に応じて、決定ブロック550における決定は、複数の
クラスに対して並行して行われてもよい。
【００６７】
　セルの品質が決定されると、方法500は、次いで決定ブロック560に移動してもよく、決
定ブロック560においてUE106aは、たとえば、セルの決定された品質がしきい値を上回っ
ているかどうかを決定してもよい。たとえば、ブロック555において行われた測定は、あ
る時間期間(たとえば、160ms)にわたって蓄積されてもよく、その期間の間にeNB104がUE1
06aと同期しているか、それとも同期外れであるかを決定するために、パイロットトーン
の品質は、しきい値と比較されてもよい。この決定に基づいて、UE106aは、同期外れ指示
または同期指示を出してもよい。このしきい値もまた、図4に関して上記で言及したしき
い値の1つまたは複数と同様であってもよい。
【００６８】
　セルの決定された品質がしきい値を上回っている場合、方法500は次いで、ブロック565
に進んでもよく、ブロック565においてUE106aは、たとえば、同期指示を出してもよい。
たとえば、一実施形態では、L1が、L3に同期指示を出してもよい。代わりに、決定ブロッ
ク560において、セルの決定された品質がしきい値を上回っていない場合、方法500は次い
で、ブロック570に進んでもよく、ブロック570においてUE106aは、たとえば、同期外れ指
示を出してもよい。たとえば、一実施形態では、UE106aは、パイロットトーンの平均送信
電力が、予想される送信電力の60%を下回っている場合、現在、eNB104と同期外れである
と決定してもよい。いくつかの態様では、L1が、L3に同期外れ指示を出してもよい。
【００６９】
　ブロック565またはブロック570の後に、方法500は、ブロック575に移動してもよく、ブ
ロック575においてUE106aは、セル検出失敗カウンタの管理を処理する。たとえば、UE106
aは、場合によっては、UE106aがセルを検出したサンプルの、事前設定された、またはハ
ードコーディングされたしきい値の観測に基づいて、セル検出失敗カウンタをリセットす
るよう決定してもよい。さらに、UE106aはまた、そのようなしきい値を超過するとき、上
位レイヤにセル検出成功指示を出してもよい。処理ブロック575の後に、方法500は、終了
ブロック580に移動してもよく、終了ブロック580においてUE106aは、たとえば、図4の方
法400に戻ってもよい。
【００７０】
　いくつかの態様では、UE106aは、追加または代替として、DMTCウィンドウ340～348中の
DRS外のサブフレームで、本明細書で説明するRLM評価のいくつかを行ってもよい。一実施
形態では、ユニキャストするようにUE106aによって決定されるサブフレーム(たとえば、
スクランブリングを共有するサブフレーム0 350およびサブフレーム5 355以外のサブフレ
ーム)は、DMTCウィンドウ340～348中のDRS外で検討される。たとえば、CRS(またはCSI-RS
)評価は、たとえばCRS(またはCSI-RS)信号、またはその少なくとも一部を含むDMTCウィン
ドウ344内のサブフレーム350～359のいずれかで行われてもよい。したがって、UE106aは
、DMTCウィンドウ中のDRSを評価することに限定されなくてもよい。同様に、別の実施形
態では、UE106aはまた、DMTCウィンドウ340～348外のサブフレームでCRS(またはCSI-RS)
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を監視してもよい。いくつかの態様では、これらのサブフレームは、一般的にユニキャス
ト送信であってもよい。さらに、これらのユニキャスト送信内のCRSの送信電力は、態様
によっては、利用可能ではない場合がある。
【００７１】
　たとえば、一実施形態では、たとえば、単にUE106aが同期指示を出すべきか、それとも
同期外れ指示を出すべきかを決定するために、上記で説明したQblockingと同様のしきい
値が、DMTCウィンドウ344中のDRS外で、またはDMTCウィンドウ344外で、利用されてもよ
い。したがって、この実施形態によれば、しきい値は、(たとえば、L3に対して)ブロッキ
ング指示を生成するために利用されない場合がある。同様の実施形態では、DMTCウィンド
ウ340～348中のDRS外でサンプルが収集される場合、QoutまたはQinの値(たとえば、同期
指示を出すか、それとも同期外れ指示を出すかを決定するためのしきい値)は、DRSサブフ
レーム350～359と非DRSサブフレーム350～359との予想されるCRS送信電力の差に比例して
下げられてもよい。一実施形態では、この差は、eNB104上位レイヤ(たとえば、ブロード
キャストもしくはユニキャストシグナリング)から取得されてもよく、UE106aの動作の過
程で導出されてもよく、または仕様もしくは設定でハードコーディングされてもよい。DR
Sの外に、同じ事業者の他のLTE-Uセルからの干渉寄与は、無線リンクが監視されるセル(
たとえば、eNB104)からの信号寄与と同様にスケーリングする可能性があり、したがって
、利用されてもよい。しかしながら、他のソースからの干渉寄与は、信号と同様にスケー
リングすると予想されない。
【００７２】
　いくつかの態様では、UE106aは、追加または代替として、DMTCウィンドウ340～348内の
DRSフレームに基づいて同期指示を出すか、それとも同期外れ指示を出すかを決定するこ
ととは別に、ユニキャストフレームに基づいて、同期指示を出すか、それとも同期外れ指
示を出すかを決定してもよい。たとえば、UE106aは、DMTCウィンドウ340～348内のDRSに
対する同期指示または同期外れ指示の別個のカウント、およびDMTCウィンドウ340～348中
のDRS外のCRS(またはCSI-RS)に対する同期指示または同期外れ指示のカウントを管理して
もよい。この実施形態によれば、UE106a(たとえば、L1)は、これらの指示を上位レイヤ(
たとえば、L3)に並行して別個にシグナリングしてもよく、上位レイヤは、信号を別個に
処理してもよい。他の態様では、UE106aは、DMTCウィンドウ中のDRS内および外のCRS(ま
たは、CSI-RS)の別個の測定を結合し、それらをDMTCウィンドウ中のDRS外のCRS(またはCS
I-RS)に対するQinまたはQoutしきい値と比較してもよい。
【００７３】
　いくつかの態様では、信号帯域幅全体、または少なくともその一部にわたって、SINRサ
ンプルを取り、結合することができる。したがって、いくつかの実施形態では、UE106aは
、異なるキャリアにわたって同じDMTCウィンドウでのDRS観測を結合してもよい。たとえ
ば、4つのキャリアと、キャリアごとに2つのDRSサブフレームがある場合、結合に基づい
て、2つのRLMサンプルが収集されてもよい。別の実施形態では、UE106aは、異なるキャリ
アにわたってDMTCウィンドウでの各DRS観測を個々にカウントしてもよい。たとえば、4つ
のキャリアと、キャリアごとに2つのDRSサブフレームがある場合、8つのRLMサンプルが収
集されてもよい。他の実施形態では、UE106aは、サブフレームがDMTCウィンドウにあるか
、DRSであるかにかかわらず、複数のキャリアにわたって同じサブフレームに現れる観測
を結合してもよい。いくつかの態様では、サンプルは、(たとえば、Qblockingまたは同様
のしきい値に基づいて)CRSがサブフレームで検出される場合にのみ結合されてもよい。上
記で説明した結合する方法の各々において、UE106は、ソフト結合、ハード結合、または
選択結合のうちの1つまたは複数を利用してもよい。
【００７４】
　図6は、一実施形態による、ワイヤレス通信の例示的な方法600の別のフローチャートで
ある。方法600は、UE106(ロングタームエボリューションアンライセンス(LTE-U)デバイス
とも呼ばれる)によって実施されるとして説明する。しかしながら、当業者によって理解
されるように、方法600またはその何らかの変形は、図2のワイヤレスデバイス202、また
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は図1のeNB104などの、1つまたは複数の他の好適な電子デバイスによって実施されてもよ
い。ブロックは特定の順序で行われるものとして説明することがあるが、ブロックは並べ
替えることができ、ブロックは省略することができ、かつ/またはさらなるブロックを追
加することができる。
【００７５】
　動作ブロック610において、たとえばUE106aは、アンライセンス通信スペクトル上で、e
NB104(アクセスポイントとも呼ばれる)から複数の信号を受信してもよい。UE106aは、LTE
-Uデバイスであってもよい。
【００７６】
　動作ブロック620において、たとえばUE106aは、複数の信号のうちのある信号が、発見
信号を含むかどうかを決定してもよい。一実施形態では、発見信号は、少なくとも1つの
パイロットトーンを含む。別の実施形態では、発見信号は、少なくとも1つの同期トーン
を含む。いくつかの態様では、複数の信号のうちのその信号が、発見信号を含むかどうか
を決定することは、信号のSINRがSINRしきい値よりも大きいかどうかを決定すること、PD
CCH割振りが信号内に存在するかどうかを決定すること、またはPDCCHを復号することがで
きるかどうかを決定することのうちの1つまたは複数を含む。
【００７７】
　いくつかの態様では、ブロック620は、発見信号を求めて、複数の信号中のその信号だ
けでなくさらに調べてもよい。ブロック620のいくつかの態様は、複数の信号の少なくと
も一部の所定数の信号において発見信号が検出されない場合、LTE-Uデバイスのプロトコ
ルスタックの上位レイヤにブロッキング指示をシグナリングすることを含んでもよい。同
様に、複数の信号の少なくとも一部において少なくとも所定の時間の割合で発見信号が検
出されない場合、ブロッキング信号が生成されてもよい。いくつかの態様では、上記で説
明したブロッキング信号は、図4に関して上記で説明したプロセス400によって利用されて
もよい。たとえば、ブロッキング信号が生成される場合、プロセス400は、決定ブロック4
15からブロック420に移動してもよい。
【００７８】
　いくつかの態様では、ブロック620は、発見信号を求めて、発見基準信号を調べてもよ
い。発見基準信号は、ダウンリンク監視送信設定(DMTC)ウィンドウにおいてアクセスポイ
ントによってブロードキャストされてもよい。DMTCウィンドウは、間欠受信期間に基づい
てUE106aデバイスに割り当てられてもよい。
【００７９】
　いくつかの態様では、しきい値数の同期指示または同期外れ指示が時間期間内に観測さ
れない場合、たとえば、上記で図4によって説明したように、無線リンク障害(RLF)プロト
コルが開始されてもよい。RLFプロトコルはまた、第2のしきい値数の同期指示が時間期間
内に観測されない場合、開始されてもよい。いくつかの態様では、時間期間内に受信され
る指示の数を追跡するために、タイマーが開始されてもよい。いくつかの態様では、プロ
セス600は、RLF手順を行うかどうかを決定するために、図5に関して上記で説明したプロ
セス500を利用してもよい。
【００８０】
　ブロック620のいくつかの態様では、信号は、第1の信号であり、これらの態様は、複数
の信号のうちの第2の信号が第2のパイロットトーンを含むかどうかを決定する。いくつか
の態様では、第1の信号は、ダウンリンク監視送信設定(DMTC)ウィンドウ内に現れる最初
のサブフレームである。いくつかの態様では、第2の信号は、DMTCウィンドウ内に現れる6
番目のサブフレームである。いくつかの態様では、第1および第2の信号の両方が、上記で
説明した第1および第2のパイロットトーンを含んで、第1および第2の信号の信号対雑音比
が決定される。2つの信号の信号対雑音比に基づいて、結合された信号が、決定されても
よい。
【００８１】
　ブロック620のいくつかの態様は、信号の信号対雑音比がSINRしきい値よりも大きいか
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どうか、および存在する場合、物理個別制御チャネル(PDCCH)割振りを、信号から復号で
きるかどうかに基づいて、信号にパイロットトーンが存在しているかどうかを決定しても
よい。たとえば、PDCCHは、チャネルを復号できるかどうかを示すCRC値を含んでもよい。
【００８２】
　ブロック620のいくつかの態様では、パイロットトーンは、ダウンリンク監視送信設定(
DMTC)ウィンドウにおいてDRS外で受信されるサブフレームで検出される。これらの検出さ
れたパイロットトーンは、いくつかの態様では、無線リンク監視のために利用される。こ
れは、DRS外のサブフレームの少なくとも一部に基づいて、同期指示を出すか、それとも
同期外れ指示を出すかを決定することと、DRSブロードキャストに含まれていたサブフレ
ームの少なくとも一部に基づいて、同期指示を出すか、それとも同期外れ指示を出すかを
別個に決定することとを含んでもよい。
【００８３】
　いくつかの態様では、複数のパイロットトーンの各々のSINRなどの測定は、DRSブロー
ドキャストとDRSブロードキャストを含んでいない複数のサブフレームとの間の送信電力
の差を予想されるファクタによって調整される。いくつかの態様では、ファクタは、アク
セスポイントからUE106aデバイスにシグナリングされるか、またはUE106aによって導出さ
れる。これらの態様のいくつかにおいて、複数のパイロットトーンは、UE106aに割り当て
られたダウンリンク監視送信設定(DMTC)ウィンドウで送信される発見基準信号外に現れる
。代替的に、複数のパイロットトーンは、UE106aに割り当てられたダウンリンク監視送信
設定(DMTC)ウィンドウで送信される発見基準信号内に現れる。
【００８４】
　動作ブロック630において、たとえばUE106aは、信号が発見信号を含むと決定される場
合、RLMに信号を利用してもよい。追加または代替として、方法600は、信号が発見信号を
含まないと決定される場合、RLMから信号を除くことを含んでもよい。言い換えれば、RLM
は、この信号以外に他の信号に基づいて行われてもよい。たとえば、複数の信号の残りの
部分が利用されてもよい。いくつかの態様では、RLMは、複数の信号の少なくとも一部の
観測される品質がしきい値を下回っている場合、UE106aのプロトコルスタックの上位レイ
ヤに同期外れ指示をシグナリングすることと、観測される品質がしきい値を上回っている
場合、上位レイヤに同期指示をシグナリングすることとを含む。
【００８５】
　いくつかの態様では、方法600は、追加または代替として、所定の時間が経過する前に
、複数の信号の少なくとも一部で発見信号が検出されない場合、RLF手順を開始するステ
ップを含んでもよい。いくつかの態様では、方法600は、追加または代替として、複数の
信号の少なくとも一部の所定数の信号において発見信号が検出されない場合、UE106aのプ
ロトコルスタックの上位レイヤにブロッキング指示をシグナリングするステップを含んで
もよい。いくつかの態様では、方法600は、追加または代替として、複数の信号の少なく
とも一部で少なくとも所定の時間の割合で発見信号が検出されない場合、UE106aのプロト
コルスタックの上位レイヤにブロッキング指示をシグナリングするステップを含んでもよ
い。一実施形態では、複数の信号の一部は、DMTCウィンドウ内のeNB104によるDRSブロー
ドキャスト信号である。一実施形態では、DMTCウィンドウは、DRX期間に基づいて、UE106
aに割り当てられる。
【００８６】
　いくつかの態様では、方法600は、追加または代替として、しきい値数のブロッキング
指示が観測される場合、タイマーを開始するステップと、タイマーの満了の前に、第1の
しきい値数の同期指示または同期外れ指示が観測される場合、RLFプロトコルを開始する
ステップ、またはタイマーの満了の前に、第2のしきい値数の同期指示が観測されない場
合、RLFプロトコルを開始するステップのうちの1つまたは複数とを含んでもよい。いくつ
かの態様では、方法600は、追加または代替として、UE106aによって、複数の信号のうち
の第2の信号が第2の発見信号を含むかどうかを決定するステップを含んでもよい。いくつ
かの態様では、信号は、DMTCウィンドウ内に現れる最初のサブフレーム(たとえば、サブ
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フレーム0)であり、第2の信号は、DMTCウィンドウ内に現れる6番目のサブフレーム(たと
えば、サブフレーム5)である。一実施形態では、方法600は、信号が発見信号を含むと決
定され、第2の信号が第2の発見信号を含むと決定される場合、第1および第2の信号のSINR
を測定し、結合するステップをさらに含むことができる。結合されたSINRは、無線リンク
監視のために利用されてもよい。
【００８７】
　いくつかの対応では、方法600は、代替または追加として、DMTCウィンドウにおいてeNB
104によってブロードキャストされたDRSを含んでいない複数のサブフレームの少なくとも
一部において、複数の発見信号を測定するステップと、RLMにサブフレームの少なくとも
一部を利用するステップとを含んでもよい。一実施形態では、RLMにサブフレームの少な
くとも一部を利用するステップが、DRSブロードキャストを含んでいないサブフレームの
少なくとも一部に基づいて、同期指示を発行するか、それとも同期外れ指示を発行するか
を決定するステップと、DRSブロードキャストを含んでいるサブフレームの少なくとも一
部に基づいて、同期指示を発行するか、それとも同期外れ指示を発行するかを別個に決定
するステップとを含む。同様の実施形態では、方法600は、発見基準信号(DRS)ブロードキ
ャストと、DRSブロードキャストを含んでいない複数のサブフレームとの間の送信電力の
差を予想されるファクタによって複数の発見信号の測定を調整するステップをさらに含む
ことができる。いくつかの態様では、ファクタは、eNB104からUE106aにシグナリングされ
るか、またはUE106aによって導出される。
【００８８】
　いくつかの態様では、方法600は、追加または代替として、複数のキャリアにわたって
複数の発見信号のSINRを評価するステップと、複数の発見信号の評価されたSINRを結合す
るステップと、無線リンク監視のために結合されたSINRを利用するステップとを含んでも
よい。一実施形態では、複数の発見信号は、UE106aに割り当てられたDMTCウィンドウ外に
現れることがある。別の実施形態では、複数の発見信号は、UE106aに割り当てられたDMTC
ウィンドウで送信されるDRS外に現れる。また別の実施形態では、複数の発見信号は、UE1
06aに割り当てられたDMTCウィンドウで送信されるDRS内に現れる。
【００８９】
　本明細書で使用する「決定すること」という用語は、幅広い様々な活動を包含する。た
とえば、「決定すること」は、算出すること、計算すること、処理すること、導出するこ
と、調査すること、ルックアップすること(たとえば、テーブル、データベースまたは別
のデータ構造においてルックアップすること)、確認することなどを含んでもよい。また
、「決定すること」は、受信すること(たとえば、情報を受信すること)、アクセスするこ
と(たとえば、メモリの中のデータにアクセスすること)などを含んでもよい。また、「決
定すること」は、解決すること、選択すること、選ぶこと、確立することなどを含んでも
よい。さらに、本明細書で使用する「チャネル幅」は、いくつかの態様では帯域幅を包含
することがあり、または帯域幅と呼ばれることもある。
【００９０】
　本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも1つ」を指す句は、単一のメ
ンバーを含むそれらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「a、b、またはcのうち
の少なくとも1つ」は、a、b、c、a-b、a-c、b-c、およびa-b-cを包含することを意図する
。
【００９１】
　上記で説明した方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび/またはソフトウェア
構成要素、回路、および/またはモジュールなどの、動作を実行することが可能な任意の
適切な手段によって実行されてもよい。一般に、図に示す任意の動作は、動作を実行する
ことが可能な対応する機能手段によって実行されてもよい。
【００９２】
　本開示に関して説明する様々な例示的な論理ブロック、モジュールおよび回路は、汎用
プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールド
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プログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理デバイス(PLD)、個
別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素または本明細書で説明す
る機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行されて
もよい。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよいが、代替として、プロセ
ッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラまたはステート
マシンであってもよい。また、プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、た
とえば、DSPとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連結
した1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成として実
装されてもよい。
【００９３】
　1つまたは複数の態様では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、またはそれらの任意の組合せで実装されてもよい。ソフトウェアで実装される場
合、機能は、1つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶
されてよく、またはコンピュータ可読媒体を介して送信されてもよい。コンピュータ可読
媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータに
よってアクセスされることが可能である任意の利用可能な媒体であってもよい。限定では
なく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、CD-ROMもしくは
他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記憶デバイス、ま
たは命令もしくはデータ構造の形式の所望のプログラムコードを搬送もしくは記憶するた
めに使用可能であり、コンピュータによってアクセス可能な任意の他の媒体を含むことが
ある。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフト
ウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線(DSL
)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイ
バーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイ
ヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク(disk)およびディス
ク(disc)は、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザーディスク(登録商標)(disc)、光デ
ィスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピー(登録商標)ディスク(di
sk)およびBlu-ray(登録商標)ディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、データを磁
気的に再生し、ディスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。したが
って、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体(
たとえば、有形媒体)を含んでもよい。加えて、いくつかの態様では、コンピュータ可読
媒体は、一時的コンピュータ可読媒体(たとえば、信号)を含んでもよい。上記の組合せも
、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００９４】
　本明細書で開示する方法は、説明した方法を実現するための1つまたは複数のステップ
またはアクションを含む。方法ステップおよび/またはアクションは、特許請求の範囲か
ら逸脱することなく互いに入れ替えられてもよい。言い換えれば、ステップまたはアクシ
ョンの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび/またはアクションの順序
および/または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく修正されてもよい。
【００９５】
　説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意
の組合せで実装されてもよい。ソフトウェアで実装される場合、機能は、1つまたは複数
の命令としてコンピュータ可読媒体上に記憶されてもよい。記憶媒体は、コンピュータに
よってアクセスされる場合がある任意の利用可能な媒体であってもよい。限定ではなく例
として、そのようなコンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、CD-ROMもしくは他の光
ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記憶デバイス、または命
令もしくはデータ構造の形式の所望のプログラムコードを搬送もしくは記憶するために使
用可能であり、コンピュータによってアクセス可能である任意の他の媒体を含むことがで
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きる。ディスク(disk)およびディスク(disc)は、本明細書で使用されるときに、コンパク
トディスク(disc)(CD)、レーザーディスク(登録商標)(disc)、光ディスク(disc)、デジタ
ル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピー(登録商標)ディスク(disk)、およびBlu-ray(
登録商標)ディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は、通常はデータを磁気的に再生し、
ディスク(disc)は、レーザーを用いてデータを光学的に再生する。
【００９６】
　したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示された動作を実行するためのコンピュ
ータプログラム製品を含んでもよい。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製品
は、本明細書で説明した動作を実行するように1つまたは複数のプロセッサによって実行
可能である命令が記憶された(および/または符号化された)コンピュータ可読媒体を含ん
でもよい。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を含
んでもよい。
【００９７】
　ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信されてもよい。たとえば、ソフ
トウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線(D
SL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブ
サイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワ
イヤレス技術は、送信媒体の定義に含まれる。
【００９８】
　さらに、本明細書で説明する方法および技法を実行するためのモジュールおよび/また
は他の適切な手段は、適用可能な場合、ユーザ端末および/または基地局によってダウン
ロードおよび/または別の方法で取得されてもよいことを理解されたい。たとえば、その
ようなデバイスは、本明細書において説明される方法を実行するための手段の転送を容易
にするためにサーバに結合されてもよい。いくつかの態様では、受信するための手段は、
受信機212、トランシーバ214、DSP220、プロセッサ204、メモリ206、信号検出器218、LTE
モデム234、またはそれらの均等物のうちの1つまたは複数を含んでもよい。いくつかの態
様では、送信するための手段は、送信機210、トランシーバ214、DSP220、プロセッサ204
、メモリ206、LTEモデム234、またはそれらの均等物のうちの1つまたは複数を含んでもよ
い。いくつかの態様では、決定するための手段、利用するための手段、除くための手段、
シグナリングするための手段、開始するための手段、測定するための手段、別個に決定す
るための手段、調整するための手段、導出するための手段、結合するための手段、または
評価するための手段は、DSP220、プロセッサ204、メモリ206、ユーザインターフェース22
2、LTEモデム234、またはそれらの均等物のうちの1つまたは複数を含んでもよい。
【００９９】
　代替的に、本明細書で説明する様々な方法は、ユーザ端末および/または基地局が記憶
手段(たとえば、RAM、ROM、コンパクトディスク(CD)またはフロッピー(登録商標)ディス
クなどの物理的記憶媒体など)をデバイスに結合または提供すると様々な方法を取得する
ことができるように、記憶手段を介して提供されてもよい。さらに、本明細書において説
明される方法および技法をデバイスに提供するための任意の他の適切な技法が利用されて
もよい。
【０１００】
　特許請求の範囲は、上記で示した厳密な構成および構成要素に限定されないことを理解
されたい。特許請求の範囲から逸脱することなく、上記で説明した方法および装置の構成
、動作、および詳細において、様々な修正、変更、および変形が加えられてもよい。
【０１０１】
　上記は本開示の態様を対象としているが、本開示の他の態様およびさらなる態様が、本
開示の基本的な範囲から逸脱することなく考案されてもよく、本開示の範囲は、以下の特
許請求の範囲によって決定される。
【符号の説明】
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【０１０２】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　102　エリア
　　104　発展型ノードB(eNB)
　　106　ユーザ機器(UE)
　　110　通信リンク
　　202　ワイヤレスデバイス
　　204　プロセッサ
　　206　メモリ
　　208　ハウジングユニット
　　210　送信機
　　212　受信機
　　214　トランシーバ
　　216　アンテナ
　　218　信号検出器
　　220　デジタル信号プロセッサ(DSP)
　　222　ユーザインターフェース
　　226　バスシステム
　　234　LTEモデム
　　238　WLANモデム

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(26) JP 6959242 B2 2021.11.2

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  タオ・ルオ
            アメリカ合衆国・カリフォルニア・９２１２１－１７１４・サン・ディエゴ・モアハウス・ドライ
            ヴ・５７７５
(72)発明者  チラグ・パテル
            アメリカ合衆国・カリフォルニア・９２１２１－１７１４・サン・ディエゴ・モアハウス・ドライ
            ヴ・５７７５

    審査官  田部井　和彦

(56)参考文献  特表２０１２－５０７９４２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１２－５０３４５０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１６－５１８７７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１４／１６５７１２（ＷＯ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２０１２／０２８１５９３（ＵＳ，Ａ１）　　
              MediaTek Inc.，DRS-PDSCH Multiplexing in a DL Transmission burst [online]，3GPP TSG RA
              N WG1 Meeting #83 R1-157168, [検索日 2021.01.13]，インターネット <URL: https://www.3gp
              p.org/ftp/tsg_ran/WG1_RL1/TSGR1_83/Docs/R1-157168.zip>，2015年11月07日，p.1-5
              Huawei, HiSilicon，Considerations of Measurement Issues in LAA [online]，3GPP TSG-RAN 
              WG2 Meeting #90 R2-152218, [検索日 2021.01.13]，インターネット <URL: https://www.3gpp.
              org/ftp/tsg_ran/WG2_RL2/TSGR2_90/Docs/R2-152218.zip>，2015年05月16日，p.1-4

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００
              ＤＢ名　３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１、４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

